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株式会社 川崎製作所   



1・事業の概要 
 

（１） 事業所名及び代表者名 
     株式会社 川崎製作所 
      代表取締役社長  川崎 好仁 
 

（２） 事業所住所 
 本社工場：神奈川県綾瀬市早川２６０５－３４ 

     第二工場：神奈川県綾瀬市早川２６０５－２９ 
         第三工場：神奈川県綾瀬市早川２６０５‐３５ 

（３） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 
   責任者 代表取締役社長 川﨑 好仁 
    担当者 環境管理責任者 川﨑 建司 
     連絡先 電話番号 ：０４６７－７７－０４１１ 
         FAX 番号  ：０４６７－７６－８４４５ 
                  E-mail    ：kenji@kawasaki-seisaku.co.jp 
 

（４） 事業の内容 
   精密板金加工（パイプフレーム・筐体加工他 板金加工全般） 
 

（５） 事業の規模 
    従業員数：26 名 
    床面積 ：１，８２７㎡ 
 

（６） ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 の対象範囲 
   全組織・全活動が対象 
 
 



2・環境管理実施体制表 
 

 

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．環境関連法規の遵守確認
６．取引先のグリーン調達基準の管理（更新・変更・実施状況）

EA21事務局・各
責任者

１．データー集計及び環境管理責任者の補佐

部門（全社員） １．環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善
する

代表取締役社長

環境管理責任者

役職 責任および権限

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定
６． 実施体制を構築し、各自の役割、責任及び権限を定め、全従業員に周知する

代表者

(社長 川崎 好仁）

環境管理責任者
（副社長 川崎 建司）

ＥＡ２１事務局
（ 総務課 佐藤 晴美）

営業・総務
（副社長 川崎 建司）

製造課 第１
（課長 紺野 光生）

品質管理
（課長 嘉戸 崇仁）

製造課 第2
（主任 齊藤 一美）



3・環 境 経 営 方 針  
 
当社は、精密板金業社としてお客様からの製作依頼に熱意を持って製作に取

組み、お客様に満足していただくことで、社会貢献を目指している企業である。

当社が今後とも事業継続していくにあたり、下記のように環境への影響を配慮

して、環境への負荷の低減と汚染の予防を図ることで、地域環境のみならず、

地球環境そのものに貢献していくことを目指す。 
また取引先のグリーン調達基準に対し積極的に取り組むことで、環境負荷の

低減（環境配慮製品の提供）に貢献できる体制を維持していく。 
コロナ禍のおける社内外の環境整備も行い、業務を遂行しやすい環境を継続

して、維持していく。 
① エコアクション２１に基づく環境経営システムに取り組み、環境関連の法令、

条例等の規制事項遵守を誓約するとともに、地域・業界・顧客の環境関連要

求事項に配慮しつつ、環境活動の継続的改善を図ることを誓約する。 
② 環境目標及び行動計画として下記の重点項目を設定し取り組んでいく。 
○廃棄物の分別によるリサイクルの推進 

  ・スクラップ他、リサイクル可能な廃棄物の分別を徹底。 
○二酸化炭素排出量削減のために省エネルギーの推進 

  ・機械設備、照明等の効率使用による電力消費の徹底。 
  ・配送車両ルートの効率化によるガソリン使用量の低減。 
  ○水使用量の削減 
  ・洗浄用水道水の使用量の節水努力。 
 ○化学物質の管理の徹底 
  ・使用可能上限数値を決めて使用量の管理を図る。 
 ○環境配慮製品・技術・サービスの提供    
  ・顧客の要求するグリーン調達基準を遵守（環境配慮製品の積極的な提供） 

・環境配慮技術（歩留まり７５％維持・端材の使用・不良品削減。）の確立。 
・環境配慮サービス（既存製品の追加工等）の提供をする。 

③ 環境コミュニケーションを通じて、環境活動の状況を内外に伝達する。 
④ 全従業員に、この環境経営方針を周知する。 
⑤ 取引先の（グリーン調達基準）をエコアクション 21 のシステムに取り入れ

運用する。 
                        令和 4 年 2 月 1 日 

                       株式会社 川崎製作所  
                        代表取締役 川﨑 好仁 



4・環境経営目標 
                           

 
 
 
 
 
 
 

 

 

基準値
（      3年度実績） 4 5 6

①機械設備の効率使用 電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

電力使用量の削減 ②工場内の照明機器の効率使用 220,645.0
③事務所内の電力節減 kWh／年

＜共通＞ 油種別消費量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減
①冬場の暖房機器の効率化 灯油 <L／年> 2.490
②配送車両のルート効率化 1,556

1 ③ 都市ガス　<㎥／年> 2.160
化石燃料消費量の削減        321

＜油種別＞ ガソリン　<L／年> 2.320
① 6,395
② 軽油　<L／年> 2.580
③ 1,599

130,763.0
kg-CO2／年以下

①紙の再利用（裏紙使用他） 一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

一般廃棄物排出量の削減 ②回収袋の効率的な使用 150.0
2 ③ 袋／年

①リサイクル品の徹底分別 産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

産業廃棄物排出量の削減 ②分別・仕分けの徹底 2530.0
③ kg／年

①製品洗浄時の水使用量の低減 水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

3 ②事務所内の節水実施 585
③ ㎥／年
①使用量の徹底管理 化学物質使用量

4 ② 104.2
③ kg／年

①材料歩留まり　７５％維持 環境配慮サービス件数 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上

6 ②端材の管理・使用の推進 73
③グリーン調達基準を満たした製品出荷 件/年
①地元の環境活動に参加 毎月実施

7 ②朝礼時の全社員への周知
③

74

kg-CO2／年以下

件

kg-CO2／年以下

146.0

2454.0

146.0

2454.0

147.0

kg-CO2／年以下

※令和3年度より、電力会社㈱サニックスの排出係数　0.486に変更

kg／年以下

kg／年以下

L／年以下

104.2

毎月実施

104.2
kg／年以下 kg／年以下

6,139
L／年以下

1,535

L／年以下

308

1,494

kWh／年以下

　　　　　袋／年以下

125,532

308

L／年以下

kg／年以下

6,139

CO2

換算係数

L／年以下

74

L／年以下

毎月実施

1,535

kg／年以下

件 件
74

計（kg-CO2）

　　　　　環境教育の促進

　

　　　　　袋／年以下

㎥／年以下

104.2

㎥／年以下

573.3

2480.0

1,4941,509

L／年以下

L／年以下

6,203

㎥／年以下

年　度　目　標
Ｎｏ 環境方針項目 環境目標取組項目

311

廃棄物排出量
の削減

211,819 211,819
kWh／年以下

214,0260.486

年度

製品の環境性能の向上及びサービスの向上

二酸化炭素排
出量の削減

125,532

567.5

年度 年度

L／年以下

kg／年以下 kg／年以下

kWh／年以下

1,551

※本環境目標設定表は、毎年度見直すものとする。

kg／年以下

567.5

毎月実施

袋／年以下

126,840

化学物質使用量の削減
＜化学物質使用量：kg＞

水使用量の削減
＜水道使用量：㎥＞



5・主要な環境経営活動計画 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

1）電力使用量
　　の削減
　

二酸化炭素
排出量の削減

2）化石燃料消費量
　　の削減

　
1)一般廃棄物
のリサイクル及び
最終廃棄物の削減

廃棄物の削減
2)産業廃棄物
のリサイクル及び
最終廃棄物の
削減

　

　

実績

計画

計画

実績

紺野

計画

社長

2020年

計画

実績

計画の内容 推進責任者 担当者 計画・実績

橋澤・紺野

③家庭用洗剤等を使用した洗浄方法を利用する

川﨑（建）

工場長

実績

計画

計画

川﨑（建）

営業

実績

総務課 川﨑（建）

紺野

実績

計画

総務課 川﨑（建）

実績環境管理責

任者

環境管理責

任者
川﨑（建）

実績

川﨑（建）

②工場内の照明機器の効率使用（休み時間の消灯・不用箇所の完全消灯） 工場長 橋澤・紺野

工場長①機械設備の効率使用（不使用時の元電源オフ）

①冬場の暖房機器の効率化（電気ストーブの利用）

　

工場長

工場長

総務課

社長

　

橋澤・紺野

工場長 橋澤・紺野

工場長

①定められた量（シンナー缶　月２缶まで）を厳守する 営業

環境教育の促進

製品の環境性能の向上及びサービスの向上

③取引先の調達基準の順守（グリーン調達）

①製品材料の歩留まり効率の維持（板取７５％をキープする）

②地元の環境活動等に可能な限り参加していく

③製品含有化学物質管理システムの順守

①毎月朝礼時に活動結果を全社員に報告し、周知徹底・意識向上を図る

社長

②事務所内の節水実施

①製品洗浄時の水使用量の低減 営業 社長

③レーザー設備の循環ポンプ稼動を必要最小限にする

②工場内の端材を積極的に使用する

　

①産廃ボックスへの投入時の分別再確認（可能なものは分別ボックスへ）

（産廃ボックスは細分化済み） 　

工場長

工場長

営業

　

②配送ルート効率化によるガソリン使用量の低減

橋澤・紺野

②収集袋の節約

総務課 川﨑（建）

④空調関係の使用制限を設定

化学物質使用量の削減

水使用量の削減

川﨑（建）

①分別可能な資材の徹底分別（鉄・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・銅） 橋澤・紺野

③紙の裏面の再利用 工場長

　

　

環境目標項目

③事務所内の電力削減（省エネ電化製品の切替）

年間実施

重点実施 重点実施



6・環境経営活動の取組結果の評価・次年度での対策 

項目 年

電力使用量の削減 目標

実績

二酸化炭素排出量の削減 目標

実績

※売上高原単位CO2排出量 目標

実績

一般廃棄物等排出量の削減 目標

実績

産業廃棄物排出量の削減 目標

実績

水使用量の削減 目標

実績

化学物質の管理徹底 目標

【使用量の把握】 実績

製品の環境性能の向上及び
サービスの向上

目標

実績

環境教育の促進 目標

取引先のグリーン調達基準に満たした製品を提供するこ
とで、環境配慮製品を社会に提供していく。×

○
取引先の要求に答え、含有化学物質の管理体制を維持
していく。新しいグリーン調達の情報を入手し、社内管理
を行っていく。

⑧

74件/年

63件/年

取引先のグリーン調達基準を順守

R4年度目標と実績

126,840kｇ－CO2／年

132,416kｇ－CO2／年

137袋（使用数/年）

⑦

104.2kg /年

116.0kg /年

③
工場増設に伴い、使用する袋が増加。出荷製品増加に
よる梱包材に廃棄物も増加。極力ごみ廃棄の回数の減
少に努める。

評価及び次年度の取組内容

食品業界の回復もあり、ステンレス製品の受注が増加傾
向にあり、洗浄作業が増加。外注加工にて酸洗いを行う
回数が増えたことで水使用量低減。今後も外注委託を効
率的に行う

ステンレス製品の洗浄作業が増加し、洗浄に使用する溶
剤の使用量が増加。責任者は在庫の管理をし無駄な使
用を極力控える様、心がける。

×

○⑤

2，479kg/年

○ 今後も無駄な材料のストックを抑え、常に材料の状況把
握に務めること。

④

⑥

207袋（使用数/年）

573　m3/年

455　m3/年

-

860kg/年

月平均　459.57ｋｇ-CO2/百万

月平均　331.04ｋｇ-CO2/百万

売上増加傾向であり、工場の稼働時間・納品業務の増
加による化石燃料の増加は防げないが、売上原単位比
較では、昨年平均数値よりも効率化ができている。○②

①
214,026kwh/年

219,502kwh/年 ×
半導体業界・食品業界企業の売上が回復した結果、残
業時間が増加。工場稼働時間が増加したことで電力使
用量も増加している。



7・次年度の環境経営目標及び環境経営活動計画 

基準値
（      4年度実績） 5 6 7

①機械設備の効率使用 電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

電力使用量の削減 ②工場内の照明機器の効率使用 219,502.0
③事務所内の電力節減 kWh／年

＜共通＞ 油種別消費量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

①冬場の暖房機器の効率化 灯油 <L／年> 2.490
②配送車両のルート効率化 1,757

1 ③ 都市ガス　<㎥／年> 2.160
化石燃料消費量の削減        379

＜油種別＞ ガソリン　<L／年> 2.320
① 7,255
② 軽油　<L／年> 2.580
③ 1,439

132,416.0
kg-CO2／年以下

①紙の再利用（裏紙使用他） 一般廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

一般廃棄物排出量の削減 ②回収袋の効率的な使用 207.0
2 ③ 袋／年

①リサイクル品の徹底分別 産業廃棄物排出量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

産業廃棄物排出量の削減 ②分別・仕分けの徹底 860.0
③ kg／年

①製品洗浄時の水使用量の低減 水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

3 ②事務所内の節水実施 455
③ ㎥／年
①使用量の徹底管理 化学物質使用量

4 ② 116.0
③ kg／年

①材料歩留まり　７５％維持 環境配慮サービス件数 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上

6 ②端材の管理・使用の推進 63
③グリーン調達基準を満たした製品出荷 件/年
①地元の環境活動に参加 毎月実施

7 ②朝礼時の全社員への周知

③

64

kg-CO2／年以下

件

kg-CO2／年以下

200.0

834.0

200.0

834.0

202.0

kg-CO2／年以下

※令和3年度より、電力会社㈱サニックスの排出係数　0.486に変更

kg／年以下

kg／年以下

L／年以下

116.0

毎月実施

116.0
kg／年以下 kg／年以下

6,965
L／年以下

1,381

L／年以下

364

1,687

kWh／年以下

　　　　　袋／年以下

127,119

364

L／年以下

kg／年以下

6,965

CO2
換算係数

L／年以下

64

L／年以下

毎月実施

1,381

kg／年以下

件 件
64

計（kg-CO2）

　　　　　環境教育の促進

　

　　　　　袋／年以下

㎥／年以下

116.0

㎥／年以下
445.9

842.0

1,6871,704

L／年以下

L／年以下

7,037

㎥／年以下

年　度　目　標
Ｎｏ 環境方針項目 環境目標取組項目

368

廃棄物排出量
の削減

210,722 210,722
kWh／年以下

212,9170.486

年度

製品の環境性能の向上及びサービスの向上

二酸化炭素排
出量の削減

127,119

441.4

年度 年度

L／年以下

kg／年以下 kg／年以下

kWh／年以下

1,396

※本環境目標設定表は、毎年度見直すものとする。

kg／年以下

441.4

毎月実施

袋／年以下

128,443

化学物質使用量の把握
＜化学物質使用量：kg＞

水使用量の削減
＜水道使用量：㎥＞



8・環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
   
 遵守状況の自主チェックの結果、環境関連法規への違反の無い事を確認しま

した。 
 また、関連当局からの違反等の指摘、訴訟等は創業以来ありません。 
   

・廃棄物の処理及び清掃に関する ・契約書の管理
法律 ・管理票（マニフェスト）（保存５年間）

・管理票交付状況等報告義務
　　　（第１２条の３第６項）

・神奈川県生活環境の保全等に関 ・指定事業所の設置許可等（第３条）
する条例 ・指定事業所の変更等の届出（第７～第

１０条）
・騒音振動防止に関する規則基準（第３２
条）
・化学物質の適正な管理（第３９条）

・神奈川県生活環境の保全等に関 ・規制基準の遵守義務（第３２条）
する条例 ・規制基準の設定（S48告示）

〈　県の基準　〉
　朝・夕 ：７５ｄB
　夜間 ：６５ｄB

・神奈川県生活環境の保全等に関 ・規制基準の遵守義務（第３２条）
する条例 ・規制基準の設定（S48告示）

〈　県の基準　〉
　昼間 ：７０ｄB
　夜間 ：６５ｄB

・廃棄物の処理及び清掃に関する ・一般廃棄物の委託の遵守
法律 （一般廃棄物の収集運搬業者）

　　（法第７条１項）

・綾瀬市廃棄物の減量化、資源化 ・綾瀬市環境基本条例（第６条）
、適正処理等に関する条例 ・市民相互協力（分別の徹底）

・使用済み自動車の再資源化等に ・使用済みとなった自動車を取引業者に引
関する法律 き渡さなければならない。自動車の所有者
（自動車ﾘｻｲｸﾙ法） は、新車の購入時にﾘｻｲｸﾙ料金及び情報

/資金管理料金を支払いﾘｻｲｸﾙ券を受け取
る。制度施工時に使用中の自動車が最初
の車検時までﾘｻｲｸﾙ料金を支払う。

・特定家庭用機器再商品化法 ・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン
(特定家庭用機器再商品化法） 等特定家庭用機器をなるべく長期間使用

し、廃棄物となることを抑制する。廃棄物と
して排出する場合は、運搬する者等に適切
に引渡し、料金の支払いに応じる。

・神奈川県生活環境に関する条例 ・ディーゼル車等の運行規制
第５節９６条の６ 　特定低公害車の導入義務づけ
自動車の燃料に関する規制 　燃料規制

・労働安全衛生法 ・リスクアセスメントの義務化
　使用する化学物質のリスクの企業側の把握
・有機溶媒中毒予防規則
　有機溶媒の中毒性の危険性の把握・認識

○
令和5年3月

確認

○

○
令和5年3月

確認

令和5年3月
確認

令和5年3月
確認

令和5年3月
確認

○

令和5年3月
確認 ○

○

○

令和5年3月
確認

令和5年3月
確認 ○

令和5年3月
確認 ○

法規名称 規制事項 確認日 確認結果

令和5年3月
確認 ○



9・代表者による全体評価と見直しの結果 
 
 
 世界的な半導体製造の競争が始まり、弊社も半導体製造装置関連の受注が前

年以上に売上に貢献している。他の業界でも、コロナ禍で苦戦していた顧客も

回復傾向にあり、全体的に明るい材料が多い。しかしながら、ウクライナ問題

による世界的な材料資源・エネルギーの高騰により収益面を圧迫しているのが

現状である。また、今後は米中の経済摩擦の影響を受け、受注が停滞する恐れ

も出てきている。外的要因を懸念しつつ、現状の受注を確実に確保し、会社の

維持・発展に努めていく。 
 
 環境経営活動においては、電力使用量の増加は続いているなかで、第一工場

に続いて第二工場の照明も一部 LED に切替完了。令和 4 年 6 月に新設した第三

工場の照明も LED に切替をしており、ハード面での電力削減の効果は少しずつ

であるが現れている。納品業務の効率化による車両設備の効率使用など、地道

な活動を維持しつつ、自分たちで可能な限りのコスト意識を高めて、結果を出

していく。 
  
 
 


